
永原 隆，宮崎輝光（鹿屋体育大学）

スプリント走のデータ分析・フィードバックシステム整備と基準データの作成

事業概要

本事業は，スポーツイノベーション推進機構が推進するデータベース作成の核として，スポーツパフォーマンス研究セン
ターの長走路フォースプレートシステムとモーションキャプチャシステムで取得したスプリント走のデータを分析する各モ
ジュールからなるシステムを整備し，データベースを作成するとともにスプリント走の基準データを作成・公表した．また，
データベース作成と並行して国際共同研究を進めた．
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研究成果

1. 「データベース作成のためのシステム開発」
これまでに開発してきた地面反力データやモーショ

ンキャプチャデータを統合して分析，格納するソフト
ウェアの開発を進め，データの表示機能などを発展さ
せた．

2. 「データの収集とデータベース作成」
今年度，地面反力のデータは880試技分を収集するこ

とができた．また，モーションキャプチャデータにつ
いては，200試技分を収集した．以前に収集したデータ
と合わせると，地面反力データは4200試技分，モーシ
ョンキャプチャデータは700試技分が集まった．さらに
，収集したデータから任意の集団の平均値を出力する
ことができるデータベースを作成した．加えて，収集
したデータを用いて，スプリント走の基準データに関
する論文を発表した（Nagahara 2023, JSS）．

3. 「国際共同研究の推進」
Sam Gleadhill (University of South Australia, Aus

tralia)，John Cronin (Auckland University of Techn
ology, New Zealand), Pedro Jiménez-Reyes (King J
uan Carlos University, Spain), Roland van den Tilla
ar (Nord University, Norway)などと国際共同研究を
進めた．

本事業では，以下に示す学術論文を発表した．
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基準データの例（Nagahara 2023, JSS）


